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 朝が弱く、いつもお布団から出られない日々。「冬
眠したい…」と思ってしまう季節です。なぜ人間は
冬眠できないんだろう？と考えたら、生物学に
ちょっと興味が湧いてきました。

　早いもので今年も残りわずか。寒さや忙しさで体調を崩さぬようご
自愛ください。来年もよろしくお願いいたします。    （神藤　夢香）

住所：〒853-0041　五島市籠淵町2450番地１
電話：0959-88-9933　FAX：0959-88-9922
営業時間：9時～18時30分
            　9時～19時（7・8月）
※農家レストランは10時30分～14時（予約については別途）
休業日：棚卸日（9/末、3/末）　年始（1/1・2・3）

施設作業員募集施設作業員募集
作業期間作業場所

３月～11月
３月～10月
12月～５月
12月～３月

育苗センター
アスパラ選果場
ブロッコリー選果場
高菜加工施設

詳細は本店 農産園芸部までお問い合わせください。
☎0959-72-6214

WEB年金相談会のお知らせWEB年金相談会のお知らせ
年金についてのお困りごとを
社会保険労務士へ相談してみませんか？
開  催  日　毎月第２水曜日（祝日の際は翌営業日）
開催時間　1）09：00～09：50　2）09：50～10：40
　　　　　3）10：40～11：30　4）11：30～12：20

詳細は本店金融部までお問合せ下さい
☎0959-72-6212

※相談にあたっては事前のお申込みが必要です。
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魚目小学校　稲の脱穀

かんころ餅づくりを目的に、魚目小学校では芋掘りと稲の収穫・脱穀を行いま

した。児童らは「おいしいかんころ餅を作る！」とやる気に満ちていました。
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富江小学校

秋の味覚を収穫秋の味覚を収穫
　JAごとう管内の小中学校では 10月から 11月にかけて、食農教
育の一環として芋掘りや稲刈り、そばの収穫が行われました。
　土に触れ、手で収穫する楽しさを体験しながら、食べ物が育つ過
程や大切さを学ぶ貴重な機会に、子どもたちは笑顔で収穫を楽しみ、
作物への感謝の気持ちが自然と育まれていました。

　11月5日、奥浦小学校1年生から4年生の児童が芋掘りを行いました。芋掘り前に行われた
開会式では「みんなで協力して思い出に残る芋掘りにしよう！」と声をそろえてエイエイ
オー！の掛け声でスタート。児童らは笑顔で芋を掘り出し、楽しい時間を過ごしました。

　11月5日、三井楽中学校の全学年で芋掘りが行われました。生徒たちは時折、土
の中から出てくる虫に驚きながらも、和気あいあいと作業を進めていました。
　次々と掘り出される芋に笑顔が広がり、充実したひとときを過ごしました。

　11月21日、本山小学校の2年生が芋掘りを行いました。
　土を掘り進めるたびに「先生、見てー！」と大きな声が上が
り、立派な芋をうれしそうに見せる児童もいました。秋の実
りを体いっぱいに感じられる、楽しい体験となりました。

　10月31日、富江小学校の5年生が岐宿町にあるライスセン
ターを訪れ、お米の収穫から販売までの一連の流れを学びま
した。児童らはカメムシが害虫ということに驚きながらも、
職員の説明を熱心に聞きしっかりとメモを取っていました。

　11月18日、盈進小学校の5年生と6年生が、12月に開催され
る盈進祭りで提供する手打ちそばづくりの材料としてそば
の収穫を行いました。自分たちが収穫したそばがどのような
一品に仕上がるのかを楽しみに、子どもたちは達成感と期待
で胸をふくらませていました。

　魚目小学校では「かんころ餅」づくりの学
習として、10月16日に5年生が稲刈りを、20
日には3年生が芋掘りを行いました。
　収穫した稲は児童が自分たちで脱穀まで
行い、育ててきた作物の実りを喜びながら、
充実した体験学習の時間を過ごしました。
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　10月31日、佐世保食肉センターで開
催された「第４回長崎県産素牛３市場合
同枝肉共励会」において、五島産の素牛
がグランドチャンピオン賞・特別賞・五
島家畜市場賞を受賞し、見事トリプル受
賞を成し遂げました。
　五島・壱岐・平戸から出品された60頭
の枝肉は、ほとんどがＡ５ランクという
極めてハイレベルな戦いとなりました。
　そんな激戦の中、グランドチャンピオ
ン賞には久賀地区の木村秀和さん、特別
賞には崎山地区の佐々野誠市さん、五島
家畜市場賞には岐宿地区の谷川正昭さ
んの素牛が選ばれました。受賞牛はいず
れも霜降りの度合いを示すBMSは最高

の12という高い評価を受け、均一なサシ
とロース芯の大きさが際立ち、審査員か
らも高く称賛されました。
　グランドチャンピオン牛については、
枝肉重量604.1㎏、歩留まり72.3％、ロー
ス面積111㎠と見事な成績を記録。重量
と歩留まり、肉質の三拍子が揃った抜群
の仕上がりとなりました。
　今回の共励会では、肥育農家の喜びは
もちろんのこと、五島で生まれた子牛が
上位を占めたことで、地元の生産者に
とっても大きな励みとなる、非常に喜ば
しい結果となりました。こうした成果を
励みに、今後のさらなる飛躍が期待され
ます。

　全国和牛能力共進会「長崎和牛」推進協議会が主催
する「令和７年度長崎県和牛共進会」が、11月６日、全
農長崎県本部県南家畜市場で開催されました。
　五島・壱岐・県南・県北から自慢の牛たちが集まり、
合計45頭が堂々と並ぶ姿は圧巻で、来場者の視線が
次々と注がれました。
　月齢に応じた発育が重点的に評価される共進会で
は、審査の際に牛一頭一頭の肩や腰の張り、体高や体
重のバランス、毛艶の美しさが細かくチェックされ
ます。その中で、出品牛たちは堂々と歩き、成長の確

かさと健康さをアピール。 JAごとうからは11頭を出
品し、7頭が1等賞を獲得しました。惜しくも優等賞に
は届きませんでしたが、チームとしては2位に入賞と
いう結果に。日々の飼養管理や手入れの努力が、確か
な形となって評価されました。
　今回の経験を糧に、2年後に開催予定の全国共進会
では、さらに高みを目指して挑戦していきます。

肉用牛

勢い見せるせり市勢い見せるせり市

令和7年度 11月期 牛せり

●今年最後のせり市では、3月以来の勢いを見せ高値続出。

最高価格は100万円を超える、好調のせり市でした。
●五島・壱岐・平戸の３市場から60頭の枝肉が出品され、素牛を送り出した産地と、それを育て上げ

た肥育農家の技術が問われる、非常にハイレベルな審査となりました。
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　11月13日と14日の2日間、五島家畜市場で11月期のせり
市を開催しました。会場には県内はもとより県外からも多
数の購買者が詰めかけ、活気あふれる2日間となりました。

　今期は2日間で生産者150戸から656頭（子牛602頭、成牛
54頭）が上場。平均価格は前回の672,150円から695,607円へ
と 2 3 , 4 5 7 円 の 大 幅 上 昇 を 記 録 し 、さ ら に 最 高 価 格 も
1,046,100円と前回の920,700円を大きく更新しました。この
状況に、せり会場では「景気がいいね！」と生産者から喜び
の声も多く聞かれ、市場の勢いを感じる一方で、参加者それ
ぞれの思いも見える印象的なせり市となりました。

　また、今期の子牛の平均体重はメス269kg・去勢295kg、平
均日令はメス287日・去勢278日となりました。体重・日令と
もに大きなバラつきが少なく、購買者からは「全体的に仕上
がりが揃っていた」との声も聞かれました。秋口は牛がよく
育ちやすい時期ですが、今年もその傾向がよく表れ、去勢の
発育が特に順調だった点が評価につながったようです。

　さらに、10月31日に行われた3市場共励会で好成績を収め
たこともあり、生産者にとって大きな励みとなっただけで
なく、五島の和牛の質の高さを改めて示す機会となりまし
た。その結果、せり市では「五島はさらに期待できる」という
声が県内外から寄せられ、会場の熱気をいっそう後押しし
たように感じられます。五島産子牛への注目も高まり、次回
以降のせり市でもその評価が広く浸透していくことが期待
されます。

　開会式では10月31日に開催された
「３市場合同枝肉共励会」にて、グラ

ンドチャンピオン賞を獲得した木村
秀和さん、特別賞を獲得した佐々野
誠市さんが表彰されました。

　11
月
20
日
、
三
井
楽
地
区

で
畜
魂
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　畜
魂
祭
は
、人
々
の
暮
ら

し
や
産
業
の
た
め
に
尊
い
命

を
捧
げ
た
家
畜
の
御
霊
に
感

謝
と
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
、そ

の
冥
福
を
祈
る
た
め
の
も
の

で
す
。

　当
日
は
、畜
産
関
係
者
で

あ
る
約
30
名
が
慰
霊
碑
を
前

に
参
列
し
、日
ご
ろ
の
恵
み

に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、御

霊
の
安
ら
か
な
る
眠
り
を
祈

り
ま
し
た
。

45 ごとうごとう



　10月31日、佐世保食肉センターで開
催された「第４回長崎県産素牛３市場合
同枝肉共励会」において、五島産の素牛
がグランドチャンピオン賞・特別賞・五
島家畜市場賞を受賞し、見事トリプル受
賞を成し遂げました。
　五島・壱岐・平戸から出品された60頭
の枝肉は、ほとんどがＡ５ランクという
極めてハイレベルな戦いとなりました。
　そんな激戦の中、グランドチャンピオ
ン賞には久賀地区の木村秀和さん、特別
賞には崎山地区の佐々野誠市さん、五島
家畜市場賞には岐宿地区の谷川正昭さ
んの素牛が選ばれました。受賞牛はいず
れも霜降りの度合いを示すBMSは最高

の12という高い評価を受け、均一なサシ
とロース芯の大きさが際立ち、審査員か
らも高く称賛されました。
　グランドチャンピオン牛については、
枝肉重量604.1㎏、歩留まり72.3％、ロー
ス面積111㎠と見事な成績を記録。重量
と歩留まり、肉質の三拍子が揃った抜群
の仕上がりとなりました。
　今回の共励会では、肥育農家の喜びは
もちろんのこと、五島で生まれた子牛が
上位を占めたことで、地元の生産者に
とっても大きな励みとなる、非常に喜ば
しい結果となりました。こうした成果を
励みに、今後のさらなる飛躍が期待され
ます。

　全国和牛能力共進会「長崎和牛」推進協議会が主催
する「令和７年度長崎県和牛共進会」が、11月６日、全
農長崎県本部県南家畜市場で開催されました。
　五島・壱岐・県南・県北から自慢の牛たちが集まり、
合計45頭が堂々と並ぶ姿は圧巻で、来場者の視線が
次々と注がれました。
　月齢に応じた発育が重点的に評価される共進会で
は、審査の際に牛一頭一頭の肩や腰の張り、体高や体
重のバランス、毛艶の美しさが細かくチェックされ
ます。その中で、出品牛たちは堂々と歩き、成長の確

かさと健康さをアピール。 JAごとうからは11頭を出
品し、7頭が1等賞を獲得しました。惜しくも優等賞に
は届きませんでしたが、チームとしては2位に入賞と
いう結果に。日々の飼養管理や手入れの努力が、確か
な形となって評価されました。
　今回の経験を糧に、2年後に開催予定の全国共進会
では、さらに高みを目指して挑戦していきます。

肉用牛

勢い見せるせり市勢い見せるせり市

令和7年度 11月期 牛せり

●今年最後のせり市では、3月以来の勢いを見せ高値続出。

最高価格は100万円を超える、好調のせり市でした。
●五島・壱岐・平戸の３市場から60頭の枝肉が出品され、素牛を送り出した産地と、それを育て上げ

た肥育農家の技術が問われる、非常にハイレベルな審査となりました。

畜
魂
祭

三
井
楽
地
区

　11月13日と14日の2日間、五島家畜市場で11月期のせり
市を開催しました。会場には県内はもとより県外からも多
数の購買者が詰めかけ、活気あふれる2日間となりました。

　今期は2日間で生産者150戸から656頭（子牛602頭、成牛
54頭）が上場。平均価格は前回の672,150円から695,607円へ
と 2 3 , 4 5 7 円 の 大 幅 上 昇 を 記 録 し 、さ ら に 最 高 価 格 も
1,046,100円と前回の920,700円を大きく更新しました。この
状況に、せり会場では「景気がいいね！」と生産者から喜び
の声も多く聞かれ、市場の勢いを感じる一方で、参加者それ
ぞれの思いも見える印象的なせり市となりました。

　また、今期の子牛の平均体重はメス269kg・去勢295kg、平
均日令はメス287日・去勢278日となりました。体重・日令と
もに大きなバラつきが少なく、購買者からは「全体的に仕上
がりが揃っていた」との声も聞かれました。秋口は牛がよく
育ちやすい時期ですが、今年もその傾向がよく表れ、去勢の
発育が特に順調だった点が評価につながったようです。

　さらに、10月31日に行われた3市場共励会で好成績を収め
たこともあり、生産者にとって大きな励みとなっただけで
なく、五島の和牛の質の高さを改めて示す機会となりまし
た。その結果、せり市では「五島はさらに期待できる」という
声が県内外から寄せられ、会場の熱気をいっそう後押しし
たように感じられます。五島産子牛への注目も高まり、次回
以降のせり市でもその評価が広く浸透していくことが期待
されます。

　開会式では10月31日に開催された
「３市場合同枝肉共励会」にて、グラ

ンドチャンピオン賞を獲得した木村
秀和さん、特別賞を獲得した佐々野
誠市さんが表彰されました。

　11
月
20
日
、
三
井
楽
地
区

で
畜
魂
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　畜
魂
祭
は
、人
々
の
暮
ら

し
や
産
業
の
た
め
に
尊
い
命

を
捧
げ
た
家
畜
の
御
霊
に
感

謝
と
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
、そ

の
冥
福
を
祈
る
た
め
の
も
の

で
す
。

　当
日
は
、畜
産
関
係
者
で

あ
る
約
30
名
が
慰
霊
碑
を
前

に
参
列
し
、日
ご
ろ
の
恵
み

に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、御

霊
の
安
ら
か
な
る
眠
り
を
祈

り
ま
し
た
。
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Ｊ
Ａ
ご
と
う
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
部
会
は

11
月
19
日
、安
定
生
産

と
品
質
向
上
を
目
的

に
、栽
培
技
術
か
ら
最

新
資
材
ま
で
幅
広
く

学
ぶ
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
始
め
に

（
株
）生
科
研
と
有
明

生
科
研（
株
）か
ら
土

壌
分
析
の
結
果
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。五
島

地
域
の
土
壌
は「
リ
ン

酸
・
カ
リ
ウ
ム
の
吸
収

が
高
い
」傾
向
が
あ
る

こ
と
が
分
か
り
、過
剰

施
肥
に
よ
る
障
害
を

防
ぐ
た
め
に
も
、〝
土

壌
診
断
に
基
づ
い
た

施
肥
設
計
〞
の
重
要
性
が
改
め
て
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、（
株
）サ
カ
タ
の
タ
ネ
か
ら
は
、高
品
質
な
花
蕾
を

得
る
た
め
に
は
、定
植
直
後
の
〝
活
着（
根
付
く
こ
と
）〞
を
い

か
に
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
か
が
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
品
種
選
定
に
つ
い
て
は
、根
こ
ぶ
病
に
強
い「
ア
ー
リ
ー

キ
ャ
ノ
ン（
秋
ど
り
専
用
）」や
、一
斉
収
穫
が
可
能
な「
Ｓ
Ｋ-

１
２
８
」な
ど
、作
型
に
合
っ
た
品
種
を
選
ぶ
こ
と
が
収
量
を

安
定
さ
せ
る
鍵
で
あ
る
と
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、生
育
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
資
材
と
し
て
、低
温
・
高
温

期
で
も
葉
か
ら
栄
養
補
給
で
き
る
葉
面
散
布
剤
や
、高
温
乾
燥

対
策
と
し
て
活
着
を
助
け
る
保
水
資
材「
ｅ-

ポ
リ
マ
ー
」が
紹

介
さ
れ
、参
加
者
の
関
心
を
集
め
ま
し
た
。

　
今
回
共
有
さ
れ
た
デ
ー
タ
や
最
新
技
術
の
活
用
は
、今
後
の

高
品
質
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
生
産
に
大
き
く
貢
献
す
る
と
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

ハウスびわ

交流で広がる栽培技術

JA長崎せいひ びわ部会 圃場視察

●びわの品質向上と生産技術の向上を目的に、ＪＡ長崎せいひの

びわ部会がＪＡごとうを訪れ、管内圃場を視察しました。

反収向上の『土』作り

契約甘藷部会 反収向上対策会議

●農林技術開発センター土壌肥料研究室と(一社)ジャパン

オーガニックコンソーシアム協力のもと土壌断面調査が行

われました。

甘　藷

　11月6日、ＪＡ長崎せいひびわ部会の生産者10名と職員2
名がＪＡごとうを訪れ、びわ部会の2つの圃場を見学し、栽培
方法や管理の工夫について活発に意見交換しました。
　最初に訪れたのは、大津地区の中尾恵さんが管理する約
24aの圃場です。約10年前に父である前部会長の馬場嵜誠さ
んから引き継ぎ、現在は一人で作業しているとのこと。丁寧
に手入れされた圃場内に、参加者からは「すばらしい管理」と
感心の声が上がりました。中尾さんは「全部を完璧にしよう
とすると続かないので、力を入れる部分を見極めています」
と話し、日々の工夫が伝わりました。
　続いて、部会長である福江地区の田村啓一さんの約10aの

圃場を視察。摘果や樹木の剪定、病害予防を意識した温湿度
管理など、経験に基づくきめ細かな作業が紹介されました。
　両圃場では、堆肥の使い方、土質に応じた管理のほか、収穫
期の短期アルバイト確保の工夫など、現場ならではの情報交
換が行われ、参加者は積極的に記録していました。
　今回の視察を通じ、地域を越えた生産者同士の交流が深ま
るとともに、多くの気づきと刺激を得ることで、今後のびわ
づくりへの意欲向上につながる貴重な機会となりました。

　11月17日、JAごとう契約甘藷部会は崎山地区3カ所で、甘
藷の反収向上を目的とした土壌断面調査を実施しました。
　土を深く掘ることで、根の張り方や土の固さといった分析
では分からない“物理性”を直接確認できる貴重な機会とな
り、参加者は圃場ごとに異なる地層に興味を示し、講師であ
る農林技術開発センター土壌肥料研究室大井義弘室長へ熱
心に質問していました。
　調査の結果、水はけの良い理想的な土質の圃場がある一
方、深層が固く根が伸びにくい場所もあり、改めて土づくり
の重要性が再認識されました。

　調査後に行われた反収向上対策会議では、五島振興局よ
り、地力は化学性・物理性・生物性の三要素で決まり、甘藷で
は特に物理性の改善が重要であるという説明とともに、ヘア
リーベッチなどの緑肥は窒素の減肥や雑草抑制に効果があ
ると紹介され、早速導入を検討する農家の姿も見られまし
た。
　（一社）ジャパンオーガニックコンソーシアムの南埜幸信
代表理事からは、「土づくりは子育てのように、向き合うほど
畑は応えてくれる」とまとめ、参加者は今後の栽培改善への
意欲を高めていました。

高 菜

高品質な出荷へ向けて 品質基準を共有

令和７年度 高菜部会出荷会議

●今年度の高菜出荷に向け、生産状況や品質基準を確認する出荷会議と目揃い会を

開催し、生産者全員で高品質な出荷体制を整えました。

ブロッコリー

栽培力強化の取り組み

ブロッコリー部会 研修会

●ＪＡごとうブロッコリー部会は、安定生産と品質向上

を目指し、土壌診断や品種選定、最新資材について学

ぶ研修会を開催しました。

　
11
月
20
日
、Ｊ
Ａ
ご
と
う
高
菜
部
会

の
出
荷
会
議
を
開
催
。
今
年
度
の
高

菜
は
、
作
付
面
積
45 

ha
・
栽
培
戸
数

40
戸
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
９

〜
10
月
の
高
温
や
干
ば
つ
、
シ
ン
ク

イ
ム
シ
・
コ
ナ
ガ
な
ど
の
病
害
虫
が

多
発
し
、
生
育
へ
の
影
響
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　
出
荷
は
11
月
20
日
か
ら
始
ま
り
、

生
重
量
約
１
，
４
７
０
ｔ
を
見
込
む

生
産
計
画
を
確
認
し
ま
し
た
。
精
算

単
価
に
つ
い
て
は
、
冬
高
菜
の
買
取

価
格
が
Ａ
品
は
42
円
か
ら
45
円
へ
、Ｂ

品
は
30
円
か
ら
33
円
へ
の
引
き
上
げ

が
決
定
し
ま
し
た
。

　
規
格
に
つ
い
て
は
、Ａ
品
・
Ｂ
品
と

も
に
「
１
株
乾
燥
重
量
４
０
０
ｇ
以

上
」
と
す
る
基
準
が
改
め
て
共
有
さ

れ
、
収
穫
は
出
荷
日
の
２
日
前
ま
で

に
行
う
こ
と
、
十
分
な
乾
燥
を
行
う

こ
と
、
異
物
混
入
の
防
止
や
芯
腐
れ

な
ど
の
病
害
株
を
確
実
に
除
去
す
る

こ
と
な
ど
、
品
質
保
持
に
向
け
た
具

体
的
な
注
意
点
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　
会
議
後
に
は
、
本
山
の
高
菜
工
場

に
て
目
揃
い
会
が
開
催
さ
れ
、
多
く

の
生
産
者
が
参
加
し
ま
し
た
。
生
産

者
は
実
物
を
手
に
取
り
な
が
ら
Ａ
品
・

Ｂ
品
の
区
別
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

現
在
工
事
中
の
同
工
場
に
お
け
る
搬

入
動
線
に
つ
い
て
も
話
し
合
い
、
重

要
な
品
質
基
準
と
あ
わ
せ
て
理
解
を

深
め
、
部
会
全
体
で
高
品
質
な
高
菜

の
出
荷
に
向
け
た
認
識
が
統
一
さ
れ

ま
し
た
。
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病
害
株
を
確
実
に
除
去
す
る

こ
と
な
ど
、
品
質
保
持
に
向
け
た
具

体
的
な
注
意
点
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　
会
議
後
に
は
、
本
山
の
高
菜
工
場

に
て
目
揃
い
会
が
開
催
さ
れ
、
多
く

の
生
産
者
が
参
加
し
ま
し
た
。
生
産

者
は
実
物
を
手
に
取
り
な
が
ら
Ａ
品
・

Ｂ
品
の
区
別
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

現
在
工
事
中
の
同
工
場
に
お
け
る
搬

入
動
線
に
つ
い
て
も
話
し
合
い
、
重

要
な
品
質
基
準
と
あ
わ
せ
て
理
解
を

深
め
、
部
会
全
体
で
高
品
質
な
高
菜

の
出
荷
に
向
け
た
認
識
が
統
一
さ
れ

ま
し
た
。
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村岡職員 優良賞受賞

第１３回 ＪＡ共済スマイルサポーターロールプレイング大会ＪＡ共済スマイルサポーターロールプレイング大会

●この大会は、ロールプレイングで業務知識や話法を磨き、

より良いサービス提供を目指して開催されています。

共済事業

Ｊ
Ａ
ご
と
う
産
直
市
場

　
　
五
島
が
う
ま
い
に
て

　
　
　
お
せ
ち
予
約
受
付
中

数
量
限
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
予
約
は
お
早
め
に
！

　
前
号
で
ご
紹
介
し
た
、

福
江
支
店
・
村
岡
陽
平
職

員
の
県
大
会
へ
の
挑
戦
。

そ
の
結
果
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

　
11
月
７
日
に
長
崎
県
Ｊ

Ａ
会
館
で
開
催
さ
れ
た

「
第
13
回
Ｊ
Ａ
共
済
ス
マ

イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
ン
グ
大
会
」
に
お

い
て
村
岡
職
員
は
見
事

〝
優
良
賞
〞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　
県
内
各
Ｊ
Ａ
か
ら
選
抜

さ
れ
た
実
力
者
の
揃
う
大

会
の
中
で
、
村
岡
職
員
は

「
相
手
に
寄
り
添
う
姿
勢
」

や
「
分
か
り
や
す
い
提
案

力
」
を
し
っ
か
り
と
発
揮
。

実
際
の
窓
口
さ
な
が
ら
の

緊
張
感
あ
る
場
面
で
も
落

ち
着
い
て
対
応
し
、
審
査

員
か
ら
高
い
評
価
を
得
ま

し
た
。

　
村
岡
職
員
は
今
回
の
受

賞
に
つ
い
て
、「
大
会
に

向
け
た
練
習
の
際
、
多
く

の
皆
さ
ま
に
支
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
そ

の
支
え
に
心
か
ら
感
謝
し

て
い
ま
す
。
今
回
得
た
経

験
を
励
み
に
、
こ
れ
か
ら

も
お
客
様
に
安
心
と
笑
顔

を
届
け
ら
れ
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。」
と
、

感
謝
の
気
持
ち
と
今
後
へ

の
意
気
込
み
を
語
り
ま
し

た
。
村
岡
職
員
は
２
月
に

開
催
を
予
定
し
て
い
る

「
優
良
支
店
ス
マ
イ
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
全
国
交
流
集

会
」
に
参
加
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
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編 集
後 記

 朝が弱く、いつもお布団から出られない日々。「冬
眠したい…」と思ってしまう季節です。なぜ人間は
冬眠できないんだろう？と考えたら、生物学に
ちょっと興味が湧いてきました。

　早いもので今年も残りわずか。寒さや忙しさで体調を崩さぬようご
自愛ください。来年もよろしくお願いいたします。    （神藤　夢香）

住所：〒853-0041　五島市籠淵町2450番地１
電話：0959-88-9933　FAX：0959-88-9922
営業時間：9時～18時30分
            　9時～19時（7・8月）
※農家レストランは10時30分～14時（予約については別途）
休業日：棚卸日（9/末、3/末）　年始（1/1・2・3）

施設作業員募集施設作業員募集
作業期間作業場所

３月～11月
３月～10月
12月～５月
12月～３月

育苗センター
アスパラ選果場
ブロッコリー選果場
高菜加工施設

詳細は本店 農産園芸部までお問い合わせください。
☎0959-72-6214

WEB年金相談会のお知らせWEB年金相談会のお知らせ
年金についてのお困りごとを
社会保険労務士へ相談してみませんか？
開  催  日　毎月第２水曜日（祝日の際は翌営業日）
開催時間　1）09：00～09：50　2）09：50～10：40
　　　　　3）10：40～11：30　4）11：30～12：20

詳細は本店金融部までお問合せ下さい
☎0959-72-6212

※相談にあたっては事前のお申込みが必要です。

令
和
七
年
度 

第
八
回
理
事
会

令
和
七
年
十
一
月
二
十
一
日
㈮
開
催

議
案
事
項

1 次
第

議
案
№
１

　貸
付
金
の
審
査
に
つ
い
て

※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
２

　コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
３

　子
会
社
管
理
規
程
の
一
部

改
定
に
つ
い
て

※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
事
項

　そ
の
他
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魚目小学校　稲の脱穀

かんころ餅づくりを目的に、魚目小学校では芋掘りと稲の収穫・脱穀を行いま

した。児童らは「おいしいかんころ餅を作る！」とやる気に満ちていました。

秋
の
味
覚
を
収
穫

見
事
な
ト
リ
プ
ル
受
賞

反
収
向
上
の
『土
』作
り

契
約
甘
藷
部
会

栽
培
強
化
の
取
り
組
み

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
部
会

管
内
小
中
学
校

３
市
場
協
同
枝
肉
共
励
会

勢
い
見
せ
る
せ
り
市

11
月
期
せ
り
市

Ｊ
Ａ
長
崎
せ
い
ひ
か
ら
視
察

び
わ
部
会


